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とき：2011年 11月 20日（日）15時～17時
会場：東京大学工学部14号館1階 126教室

主催：モノづくり観光研究会（日本都市計画学会研究交流特別委員会・社会連携組織）

平成23年度 日本都市計画学会大会ワークショップ

川原　晋（首都大学東京）
山田伸顯（大田区産業振興協会）
田中裕人（大田観光協会・ソシオミュゼ・デザイン株式会社）
泉　英明（ハートビートプラン）
大熊瑞樹（大成建設）
野原　卓（横浜国立大学）
岡村　祐（首都大学東京）

本研究会では、新たなモノづくりの芽を生み出す「創造産業プラットフォーム」、モノづくりの「層」を広
げる「モノづくり観光」、モノづくりをしやすい環境をつくる「モノづくり生活」の３視点から、クリエイティ
ブ・タウン大田を実現するための調査研究や社会実験イベント等を行ってきた。製品や技術だけでなく、工
場町や工場建築、工場主の人柄といった切り口も加えて工場町の資源を捉え、区内企業、観光協会、産業振
興協会、大田区と連携し、工業フェア等で提案を続けてきた。本ワークショップでは、関係団体や東大阪で
類似の取り組みをしている方を迎えて、こうした取り組みの意義や可能性を議論する。


